
                            

 

東
京
滝
川
会
の
総
会
を
一
〇
月
二
二
日

明
治
記
念
館
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
総
会

に
は
、
六
〇
名
の
会
員
、
来
賓
の
皆
様
が
出
席

さ
れ
、
平
成
十
六
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算

報
告
が
承
認
さ
れ
た
後
、
平
成
十
七
年
度
事

業
計
画
（
案
）
・
予
算
（
案
）
の
審
議
が
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
急
用
で
欠
席
さ
れ
た
高
宮

会
長
に
代
わ
り
藤
森
副
会
長
が
、
「
滝
川
の

今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
一
緒
に
考
え
、
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
力
や
知
恵
を
集
め
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
来
賓
の
田
村
滝
川
市
長
は
滝
川
市
の

近
況
を
報
告
し
、
「
積
極
的
に
外
向
き
の
情

報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
坂
本
北

海
道
東
京
事
務
所
行
政
課
長
の
祝
辞
の
後
、

山
腰
滝
川
市
議
会
議
長
の
乾
杯
に
よ
り
、
な

ご
や
か
に
懇
談
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

         

          

懇
親
会
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
特
産
の
北
海
あ

い
が
も
の
薫
製
や
金
滴
酒
造
の
吟
醸
酒
、
手

づ
く
り
の
家
と
ま
と
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
り
ん

ご
ジ
ュ
ー
ス
、
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
、
江
部
乙
り
ん
ご

な
ど
、
旬
な
味
が
並
び
古
里
の
味
を
堪
能
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
懇
親
会
で
は
、
滝
川
市
の
丸
加
高
原

に
開
設
を
予
定
し
て
い
る
「
そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ

キ
ャ
ン
プ
」
（
難
病
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
特

別
に
配
慮
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
場
）
に
つ
い
て
、
会

員
の
松
本
守
さ
ん
（
そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン

プ
を
創
る
会
事
務
局
長
）
よ
り
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ

と
産
品
」
抽
選
会
は
、
松
尾
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ギ
フ

ト
セ
ッ
ト
や
道
の
駅
た
き
か
わ
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
、

滝
の
糸
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
な
ど
盛
り
沢
山
の
景
品

を
玉
置
副
会
長
、
本
田
征
子
さ
ん
田
島
良
子

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。 

最
後
に
大
川
副
会
長
に
よ
る
結
び
の
あ
い

さ
つ
で
閉
会
と
な
り
、
参
加
記
念
品
と
し
て

用
意
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
合
鴨
ラ
ー
メ
ン
と

滝
川
高
度
ク
リ
ー
ン
米
二
合
、
り
ん
ご
を
お

土
産
に
家
路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
今
回
は
会
場
に
地
元
産
品
紹
介
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
ヤ
マ
キ
製
菓
を
は
じ
め
長
井

製
菓
、
花
月
堂
松
尾
製
菓
、
お
か
だ
菓
子
舗
、

虎
屋
製
菓
、
野
上
菓
子
舗
、
サ
ル
タ
セ
カ
ン
ド

の
市
内
７
店
舗
の
お
菓
子
、
な
ど
各
種
産
品

の
展
示
を
行
い
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
滝
川

関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
意

し
、
併
せ
て
お
持
ち
帰
り
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。  
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九
月
二
六
日
に
「
た
き
か
わ
う
ま
い
も
ん
マ

イ
ス
タ
ー
の
会
」
ほ
か
が
主
催
す
る
北
海
道
観

光
地
の
食
の
魅
力
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る

「
た
き
か
わ
〝
う
ま
い
も
ん
〟
講
演
会
＆
大

試
食
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
演
会
に
は
、
当
会
の
会
員
で
あ
る
㈱
ワ

タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
社
長
の
武
内
智
氏
を
講
師
に

招
き
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
武
内

氏
は
「
我
が
ふ
る
さ
と
に
〝
う
ま
い
も
ん
〟
あ

り
」
～
外
食
産
業
か
ら
見
た
農
業
界
～
と
題

し
、
「
地
域
の
自
給
率
を
上
げ
る
に
は
営
業
に

出
て
売
り
に
行
く
こ
と
。
売
り
に
行
く
人
と
い

う
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
チ
ャ
ン
ス
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
」
「
地
産
地
消
の
こ
れ
か
ら
の
課

題
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
理
念
、
地
域
住
民
の
自
給

率
へ
の
取
組
と
意
識
、
安
全
性
と
美
味
し
さ
」

と
話
さ
れ
、
約
一
〇
〇
人
の
来
場
者
は
武
内

氏
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
大
試
食
会
で
は
滝
川
の
シ
ェ
フ
の
手

に
よ
る
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
和
洋
合

せ
て
二
十
五
品
目
出
さ
れ
、
参
加
者
は
手
の

込
ん
だ
料
理
に
大
満
足
で
し
た
。 

               

地
場
小
麦
の
ハ
ル
ユ
タ
カ
を
一
〇
〇
％
使
っ

た
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
ラ
ー
メ
ン
」
を
、
地
元
の
新
名
物

に
定
着
さ
せ
よ
う
と
、
市
内
四
カ
所
の
レ
ス
ト

ラ
ン
や
ラ
ー
メ
ン
店
が
、
の
ぼ
り
を
立
て
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。 

ハ
ル
ユ
タ
カ
は
、
滝
川
や
赤
平
の
農
家
が
二

〇
〇
一
年
に
作
付
け
を
始
め
ま
し
た
。 

十
一
月
に
種
を
ま
き
、
雨
の
少
な
い
七
月

下
旬
に
収
穫
す
る
こ
と
で
品
質
向
上
を
図
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
市
内
の
大
沢
製
麺
（
大
沢
崇

記
社
長
）
が
昨
年
六
月
に
製
品
化
し
、
つ
る
つ

る
で
腰
が
強
く
風
味
豊
か
な
ラ
ー
メ
ン
と
し

て
、
市
内
外
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
し
て
い

ま
す
。 

飲
食
店
で
は
現
在
、
丸
加
高
原
伝
習
館
レ

ス
ト
ラ
ン
「
緑
風
」
と
温
泉
施
設
「
ふ
れ
愛
の

里
」
の
レ
ス
ト
ラ
ン
宇
宙
（
コ
ス
モ
ス
）
、
焼
き
肉

店
「
う
し
だ
家
」
、
ラ
ー
メ
ン
店
「
十
兵
衛
」
の

四
店
が
使
っ
て
い
ま
す
。
十
兵
衛
店
主
の
桜
庭

小
三
郎
さ
ん
（
五
六
）
は
昨
年
一
〇
月
か
ら

使
い
始
め
、
「
常
連
客
に
も
『
お
い
し
い
』
と
好

評
で
、
客
足
は
以
前
の
二
割
増
し
に
な
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
の
ぼ
り
（
長
さ
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）

は
Ｊ
Ａ
た
き
か
わ
が
、
二
十
本
製
作
し
、
四
店

に
数
本
ず
つ
備
え
、
黄
色
地
に
緑
色
の
「
ハ
ル
ユ

タ
カ
ラ
ー
メ
ン
」
の
文
字
で
道
行
く
人
に
ア
ピ

ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。 

  

   

十
一
月
十
三
日
か
ら
三
日
間
、
千
葉
県
幕

張
メ
ッ
セ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
十
六
回

電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
に
滝
川
市
と
し

て
㈱
マ
ツ
オ
が
参
加
す
る
こ
と
か
ら
ブ
ー
ス
内

に
事
務
局
が
常
駐
し
、
新
規
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
、
三
名
の
方
々
に
入
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
期
間
中
会
場
に
は
会
員
で
あ
る
佐

藤
雅
二
さ
ん
、
小
椋
稔
さ
ん
、
三
浦
竜
光
さ

ん
、
稲
垣
俊
幸
さ
ん
、
平
野
貴
之
さ
ん
を
は

じ
め
滝
川
ゆ
か
り
の
四
十
名
の
方
々
に
訪
問

い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
の
近
況
を
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
新
規
会
員
の
ご
紹
介
等
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

       

た
き
か
わ
〝
う
ま
い
も
ん
〟
講
演
会

＆
大
試
食
会
を
開
催 

好
評 
ハ
ル
ユ
タ
カ
ラ
ー
メ
ン
！ 

新
規
会
員
入
会
キ
ャ
ペ
ー
ン
実
施 

キャンペーン会場 

とびきり美味しい「ハルユタカラーメン」 

熱弁を振るう！武内氏 



   

丸
加
高
原
に
あ
る
市
の
施
設
「
羊
の
館
」
で
、

新
山
敏
夫
（
六
十
）
は
羊
を
育
て
る
。
本
業
の

建
設
会
社
を
息
子
に
任
せ
、
二
〇
〇
四
年
五

月
、
飼
育
に
乗
り
出
し
た
。
「
お
と
な
し
く
て
、

と
に
か
く
か
わ
い
い
。
手
も
か
か
ら
な
い
」
と
、

羊
の
よ
う
に
優
し
い
目
を
細
め
る
。 

           

当
初
は
建
設
会
社
の
資
材
置
き
場
で
三
十

匹
ほ
ど
飼
っ
て
い
た
。
採
算
が
合
わ
ず
、
一
九

九
九
年
に
羊
の
館
で
の
飼
育
を
中
止
し
た
市

か
ら
、
館
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
持
ち
か
け
ら
れ

た
。 床

に
炭
を
敷
き
詰
め
る
な
ど
、
飼
育
環
境

へ
の
こ
だ
わ
り
が
評
判
を
呼
び
、
現
場
を
見
に

き
た
札
幌
や
小
樽
の
料
理
人
か
ら
、
卸
し
て

く
れ
と
頼
ま
れ
た
。
「
本
州
か
ら
も
数
十
匹
単

位
で
頼
ま
れ
る
が
、
と
て
も
需
要
に
応
え
ら

れ
な
い
」
。
昨
年
末
か
ら
二
十
匹
以
上
の
子
羊

が
生
ま
れ
、
飼
育
は
百
二
十
匹
を
超
え
た
。

三
月
ま
で
に
さ
ら
に
五
十
匹
が
生
ま
れ
る
予

定
で
「
数
年
以
内
に
三
百
匹
に
持
っ
て
い
き
た

い
。
放
牧
地
で
子
ど
も
た
ち
と
子
羊
が
触
れ

合
え
る
機
会
も
設
け
た
い
」
。 

 

市
内
の
北
海
道
産
羊
料
理
専
門
店
「
ラ
・
ペ

コ
ラ
」
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
河
内
忠
一
（
五
一
）

は
一
九
八
九
年
、
モ
ン
ゴ
ル
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
半

年
間
、
羊
料
理
を
学
ん
だ
。
帰
国
後
に
オ
ー

プ
ン
し
た
店
の
名
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
一
匹
の

羊
」と
い
う
意
味
。 

「
地
域
に
よ
っ
て
食
べ
方
が
違
う
が
、
昔
か

ら
羊
を
食
べ
て
い
る
地
域
で
は
、
一
匹
す
べ
て

無
駄
に
せ
ず
食
べ
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た

か
ら
だ
。
新
山
が
生
産
し
た
羊
を
使
っ
た
地

産
地
消
で
、
店
に
は
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
料
理
「
シ

ュ
ウ
バ
ウ
ロ
ウ
」
や
「
ラ
ム
肉
の
刺
し
身
」
な
ど
、

多
様
な
料
理
を
目
当
て
に
多
く
の
客
が
や
っ

て
く
る
。 

「
硬
く
て
臭
い
と
い
う
羊
肉
の
イ
メ
ー
ジ
を

変
え
た
い
」
と
い
う
河
内
の
思
い
が
、
か
な
い
つ

つ
あ
る
。 

「
松
尾
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
で
知
ら
れ
る
マ
ツ
オ

の
専
務
、
歌
原
清
（
六
四
）
は
「
ブ
ー
ム
は
悪
い

こ
と
で
は
な
い
が
、
冷
静
に
見
て
い
る
」
と
話
す
。

「
東
京
で
の
主
流
は
生
ラ
ム
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
。
味

付
け
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
一
筋
の
う
ち
と
は
別
の
も

の
」だ
か
ら
だ
。 

東
京
ス
タ
イ
ル
の
生
ラ
ム
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
は
、
歌

原
に
言
わ
せ
れ
ば
「
特
殊
な
焼
き
肉
」
。
松
尾

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
一
九
五
六
年
の
創
業
か
ら
変
わ

ら
ぬ
、
地
元
産
の
タ
マ
ネ
ギ
や
リ
ン
ゴ
を
使
っ

た
特
製
の
た
れ
に
つ
け
込
ん
で
あ
る
。
北
海
道

の
空
の
玄
関
口
、
新
千
歳
空
港
に
出
店
し
た

の
も
、
観
光
客
に
味
付
き
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
食
べ

方
や
魅
力
を
伝
え
る
た
め
。
「
食
べ
た
人
が
『
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
奉
行
』
に
な
っ
て
広
め
て
く
れ
た
ら

あ
り
が
た
い
」
と
ほ
ほ
笑
む
。 

              

滝
川
駅
前
商
店
街
の
若
手
有
志
で
結
成
し
た

「
駅
前
行
動
隊
」
の
隊
員
、
長
野
智
也
（
三
三
）

は
、
理
髪
店
で
働
く
傍
ら
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の

魅
力
を
伝
え
る
た
め
「
ジ
ン
丼
」
を
開
発
し
た
。

焼
い
た
ラ
ム
肉
に
い
た
め
た
ニ
ラ
と
タ
マ
ネ
ギ
が

た
っ
ぷ
り
と
添
え
ら
れ
、
あ
っ
さ
り
味
が
人
気

だ
。 

 

手
作
り
の
専
門
屋
台
で
滝
川
や
近
隣
市
町
の

祭
り
に
出
店
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。
市
内
の

飲
食
店
で
も
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
交
渉
中

で
、
新
し
い
名
物
に
育
ち
つ
つ
あ
る
。
料
理
好

き
で
、
新
メ
ニ
ュ
ー
「
ラ
ム
か
ら
揚
げ
」
の
開
発

も
進
め
る
。
「
駅
前
商
店
街
に
、
再
び
活
気
を

取
り
戻
し
た
い
」と
意
気
込
む
。 

「
ア
ン
ゴ
ラ
ウ
ー
ル
研
究
会
」
代
表
の
小
野
寺

か
ね
子
（
七
五
）
は
、
羊
毛
か
ら
糸
を
紡
ぎ
、

染
色
、
編
み
物
ま
で
す
べ
て
行
う
。
ア
ン
ゴ
ラ

ウ
サ
ギ
の
毛
や
シ
ル
ク
を
交
え
て
独
特
の
風
合

い
を
出
す
。
「
昔
は
家
で
羊
を
飼
っ
て
、
家
族
の

着
る
物
を
作
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
」 

市
の
委
託
を
受
け
て
、
丸
加
高
原
で
観
光
客

に
編
み
物
を
教
え
る
な
ど
し
て
い
る
。
「
少
し

ず
つ
昔
の
滝
川
に
戻
っ
て
き
た
感
じ
」
と
感
慨

深
げ
に
つ
ぶ
や
い
た
。 

雪
深
い
丸
加
高
原
。
春
に
は
緑
の
牧
草
地
を
、

子
羊
た
ち
が
駆
け
め
ぐ
る
。 

滝
川
で
羊
の
生
産
再
び 

ジン丼屋台 

丸加山で生まれた子ひつじ 
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〃 中 野 鐐太郎 

〃 藤 澤 佳 子 

〃 本 田 征 子 

〃 前   郁 夫 

〃 前 田 博 夫 

〃 巻 口 道 則 

〃 溝 口   勲 

〃 森 谷 正 三 

〃 増 田 聰 允 

監   事 菅 原   務 

〃 稲 垣 邦 夫 

事 務 局 長 中 嶋 康 雄 

事務局次長 居 林 俊 男 
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滝川産品を５名様にプレゼント！ 
（有）フォレストのあずきジャム 

 
北海道産のしゅまり小豆をビートグ

ラニュー糖、オホーツクの自然塩で煮

上げた「あん」とは一味違う、ユニー

クなジャムです！ 
 

ご希望の方は、電話・ＦＡＸ・メール

で近況を添えて事務局までご応募く

ださい。なお、当選者の発表は発送を

もってかえさせていただきます。 

 
若手３人が起業した会社で

すので皆様ぜひ応援を！！ 

会員の動静  ※平成 17 年 4 月以降にご入会いただいた新入会員の方をご紹介いたします。 

・門 田 有 治さん（滝川工業高校Ｓ４２卒） ・唐 澤 義 久さん（滝川工業高校Ｓ４８卒） 
・平 野 貴 之さん（滝川高校Ｈ８卒）    ・西 山 秀 樹さん（滝川市との関わり） 
・安 原 和 宏さん（明苑中学校Ｓ５３卒）  ・長 井 伸 仁さん（滝川高校Ｓ５４卒） 
・稲 垣 俊 幸さん（滝川高校Ｓ５４卒）   ・河 野 政 治さん（滝川高校Ｓ４５卒） 
・岡   俊 一さん（滝川商業高校７期）   ・岡 田 雄 一さん（滝川市出身） 
・岩 見 義 隆さん（滝川高校Ｓ５２卒）   ・平野 多嘉弘さん（滝川市出身） 
・田 埜   寧さん（滝川高校Ｓ５８卒）   ・咲 間 泰 彦さん（滝川高校Ｓ４０卒） 
・藪 内 康 雄さん（滝川高校Ｓ４０卒）   ・岡 本 琢 二さん（江陵中学校Ｓ５０卒） 
・今 野 利 春さん（滝川高校Ｓ４７卒）   ・三 浦 幸 廣さん（滝川高校Ｓ４３卒） 

 


